
医療・介護・行政が結束し、地域の課題と 向き合う
船橋在宅医療ひまわりネットワーク

地域包括ケアシステムの土台を整える

　船橋在宅医療ひまわりネットワーク（以下、ひまわりネット）
は、医療、介護関連および行政を含む28団体で構成する
任意団体です。地域包括ケアシステムの土台となる在宅
医療の充実や担い手のスキルアップ、医療と介護の連携
強化などを目的に2013年5月に設立されました。代表の玉
元弘次先生は経緯を次のように振り返ります。
「当時は地域包括ケアシステムを構築する必要が叫ばれ
始めた時期であり、千葉県では柏市で在宅医療と多職種
連携のモデル事業が開始されていました。船橋市でもそ
の前後から在宅医療に関するボトムアップのネットワーク構
築に向けた機運が高まり、ひまわりネットが立ち上げられる
ことになったのです。なお、ネットワークの名称を“船橋市”で
はなく“船橋”としたのは、市内だけでなく近隣自治体の医
療・介護関係者との連携も視野に入れているためです」
　ひまわりネットは6つの委員会による活動を基本とします
（図）。代表的な取り組みは以下の通りです（カッコ内はそ
の取り組みを担当する委員会）。

――――――――――――――――――――――――

■リーフレット『在宅医療・介護連携の心得』
（  顔の見える連携づくり委員会  ）

　入退院に際して、医療者（かかりつけ医、訪問看護師、
病院）や介護者（ケアマネジャー、介護サービス事業者）、
本人・家族がとるべき行動の指針や心構えなどをまとめた
もの。医療・介護連携の円滑化を目的に作成されました。
［誰が］［いつ］［何を］行うかが視覚的にも把握できるよう、
入院前から退院後までを［事前準備］［入院直後］［入院
中］［退院に際して］［退院後］に区分し、各段階で医療
者と介護者が行うべきことをフローでも示しています。

■ひまわりマイスター制度（  人材育成委員会  ）
　ひまわりネットは、在宅医療や介護、多職種連携の担い
手育成のための研修にも力を入れています。在宅医療や
介護の基礎知識を学ぶための『ひまわりスタートアップ研
修』、症例検討会による実践的な学びの場となる『ひまわ
り実践研修』、テーマを設定してより踏み込んだ講義を行
う『ひまわりアドバンス研修』など、スキルレベルに応じた研
修体系が組まれています。また、研修への参加意欲を高
める工夫として『ひまわりマイスター制度』を設けました。研
修参加者にポイントを付与し、一定数に達した人を［ひま
わりマイスター］に認定。ひまわりネットのホームページで認
定者の氏名や事業所などを公表しています。
　研修の多くでグループワークの時間を設けているのも特
徴です。「以前は1グループ10名ほどだったのですが、いま
は6名まで減らしました。参加者一人一人がより多く発言
できるようになっています。研修は学びの場であると同時に
顔の見える関係を築く場でもあるのです」（玉元先生）

千葉県では政令指定都市の千葉市に次ぐ規模の船橋市。2019年6月時点で人口は約64万人を数えます。ただ、
その規模に比して医療資源が充実しているとはいえず、大学の系列病院や500床を超える医療施設はありませ
ん。そうした中、同市では医療や介護の職能団体と行政が一致結束して『船橋在宅医療ひまわりネットワーク』を
設立、地域完結型医療への転換や多死社会を見据えた多様な活動が展開されています。
（2019年6月  船橋市保健福祉センターにて取材）

■ひまわりシート（  安心の確保委員会  ）
　在宅医療を受けている本人および家族のいざというと
きの安心のために導入されたのが『ひまわりシート』です。
主治医やケアマネジャーらと事前に話し合って緊急時の
連絡先や対応方法、本人の希望などを記入するもので、
専用のケースに入れて冷蔵庫に保管します。これにより、
急報を受けて駆けつけた救急隊員は到着後、速やかに
冷蔵庫内のシートを確認し、本人の基本情報を搬送先の
病院に伝えることが可能になります。シートを準備している
場合は専用のステッカーを玄関ドアの内側と冷蔵庫に貼
付しているため、本人が話せない状態であってもその有
無をすぐに把握できます。「直近の調査によると、シートは
約2万人に配られていました。今後は介護施設への配布も
視野に入れていて、たとえば看護師不在のグループホーム
などは特に有用性が高いと考えています」（玉元先生）

■ひまわりマップ（  資源情報管理委員会  ）
　船橋市内の病院や診療所、歯科診療所、保険薬局、
訪問看護ステーション、リハビリ機関などの所在を示した
マップです。毎年更新されており、2019年度の最新版に
は神経難病サポートネットワーク情報が追加されました。
最大の特徴は、単なる一枚のマップではなく、掲載された
病院や診療所、薬局、訪問看護ステーション、リハビリ機
関において可能な対応、処置、サービスなどが詳細にまと
められている点です。これを活用すれば、患者さんや利用
者のニーズに合った紹介先、連携先を容易に見つけるこ
とができます。
――――――――――――――――――――――――
　以上がひまわりネットの主な活動ですが、これら委員会
の運営はすべて手弁当で行われているそうです（会場使
用料や印刷物作成などの経費は行政が負担）。委員とし
て参加する医療、介護関係者の地域を支えたいという熱
意に負う部分が大きく、いかに活動を継続していくかが今
後の課題だと玉元先生は言います。
「ひまわりネットの活動に協力していただける医療者、介
護従事者は年々増えてきていますが、それでも100％にな
ることはまずありません。しかも高齢化や多死社会という課
題とはこれから20年、30年と向き合っていかなければなら
ず、当然、次の世代へのバトンタッチが必要になります。現
在の活動を継続していく一方で、持続可能な組織づくりと
いうものも考えていかなければならないと思っています」
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ひまわりネットは、研修会やツールの
作成、運用支援などを通して、地域に
おける医療と介護の連携、多職種連
携をバックアップします。一方、紹介先
や退院後のサービスについての相談な
ど、病院や地域の多職種の実務面を
直接的にサポートするのが『在宅医療
支援拠点ふなぽーと』（医師会が市の
受託事業として運営）であり、両者は
緊密に連携しています。

地域医療

現場 千葉県船橋市

玉元 弘次 先生

船橋在宅医療ひまわりネットワーク 代表
コミュニティクリニックみさき 院長

在宅医療支援拠点  ふなぽーと ＜保健福祉センター１階＞

会　員（28 団体）

連携団体 船橋南部在宅療養研究会

特別顧問
川越 厚 先生

船橋市医師会／船橋歯科医師会／船橋薬剤師会／千葉県看護協会／千葉県理学療法士会／千葉県作業療法士会／千葉県言語聴覚士会／
千葉県歯科衛生士会／船橋市介護支援専門員協議会／船橋市ソーシャルワーカー連絡協議会／ふなばし市訪問看護連絡協議会／
船橋市訪問介護事業者連絡会／千葉県在宅サービス事業者協議会／船橋市栄養士会／船橋市介護老人保健施設協会／
船橋市老人福祉施設協議会／船橋市認知症高齢者グループホーム連絡会／ＮＰＯ法人千葉・在宅ケア市民ネットワークピュア／
船橋市回復期リハビリテーション病棟連絡会／船橋市訪問リハビリテーション連絡会／船橋市通所リハビリテーション連絡会／
船橋市デイサービス連絡会／船橋市障害福祉施設連絡協議会／船橋市小規模多機能型居宅介護連絡会／
船橋市定期巡回・随時対応型訪問介護看護連絡会／認知症の人と家族の会千葉県支部／認知症疾患医療センター(県指定)／船橋市／(個人)

顔の見える
連携づくり
委員会

認知症の人に
やさしい
まちづくり
委員会

人材育成
委員会

安心の確保
委員会

資源情報管理
委員会

地域リハ推進
委員会

在宅医療・介護を
推進するための
連携のあり方に
ついての検討等

在宅医療・介護に
関する研修体系に
ついての検討、研修
の企画・実施等

在宅医療・介護が
安心して提供される
環境づくりについて
の検討等

在宅医療・介護資源
情報の収集、ホーム
ページの管理・更新
についての検討等

在宅医療・介護連携
に資する地域リハビ
リテーションの推進
についての検討等

認知症になっても
その人らしく生きる
ことができるまち
づくりの検討等

在宅医療・介護連携の
課題の抽出と対応の協議

在宅医療・介護関係者の
連携支援

市民への相談支援

在宅医療・介護資源情報
データベースの提供

在宅医療・介護関係者の
負担軽減

在宅医療・介護に関する
啓発・研修の相互協力

船橋在宅医療ひまわりネットワーク
任意団体 ： 内訳 （医療・介護関連 25団体　市民活動団体 2団体　行政 １団体）

ひまわりネット 
ツールの数々

船橋在宅医療ひまわりネットワーク 提供



の から
地域医療 現場

役員として、委員として
ひまわりネットでの活動に携わる7名の方々に、

各活動における自身の役割や手応え、
課題などについて語っていただきます。

　船橋市では早くから在宅医療やリハビリテーションなどに
関連した連携事業が行われていました医療と介護、多職種
連携の下地があったことが、多数の団体が参加するネット
ワークの立ち上げを大きく後押ししてくれました。
　私は人材育成委員会のリーダーを務めさせていただいて
いますが、これまでの成果として実感しているのは、各種研
修が顔の見える関係を構築する助けになっているというこ
とです。玉元会長が話されたように、研修会では参加者同士
が意見を交わすグループワークを必ず設けています。私自
身、そこで顔見知りになり、以後も良い関係を築けている地
域の方は少なくありません。おそらく多くの参加者が同じよ
うな実感を持たれているのではないかと思います。
　研修は在宅医療が主要テーマということもあり、参加者
の多くは地域の多職種です。このため2年ほど前から、ひま
わりアドバンス研修の一部を病院で開催するという試みを
始めました。病院の医療者と地域の多職種の連携、相互理
解を深めること、引いては病院から在宅へのバトンタッチの
円滑化につながることを期待しています。

　ひまわりネットが設立される以前を振り返ると、地域の薬
剤師は在宅医療に関連して2つの課題を抱えていました。ま
ず、薬剤師による在宅訪問業務について医療、介護関係者
にほとんど理解されていなかったということ。さらに、在宅
訪問業務の実績はあるのか、無菌調剤は実施しているのか、
衛生材料を扱っているのかなど、どこの薬局がどんな対応
が可能か、地域の医療、介護従事者が把握しづらい状況が
ありました。
　後者については『ひまわりマップ』が運用されるように
なって解消されました。一方で、多職種への周知はまだ不十
分だと感じています。在宅の場では薬にまつわるさまざまな
問題が生じますが、薬剤師はその一部にしか介入できてい
ないのが実情でしょう。たとえば、服薬コンプライアンスが
悪化したケースで、ヘルパーが服薬介助をする、訪問看護師
がお薬カレンダーに薬をセットするといった対応について、
薬剤師抜きで話がされていることがまだまだ少なくないの
です。薬剤師が在宅患者に介入する意義を、もっと訴えてい
く必要があると強く感じています。

松岡かおり 先生

いけだ病院 院長
ひまわりネット役員
（前人材育成委員会リーダー）

　顔の見える連携づくり委員会のリーダーを務めさせてい
ただいており、『在宅医療・介護連携の心得』（以下、心得）の
作成に携わりました。ケアマネジャーとして、入院時に地域で
の情報を病院に伝える、退院時に病院から入院中の情報を
いただくという連携の重要性をずっと感じていて、その一助
となる活動に関われたことを光栄に思っています。
　心得の効果としては、たとえば入院時点で病院側に担当
のケアマネジャーが誰であるかが伝わるようになるなど、円
滑な退院支援が可能になったという声も聞かれています。た
だ、現状を見る限り、広く浸透しているとはいえません。存在
を知らない方も少なくないので、今後もその必要性や有用性
を地道に訴えていく必要があると考えています。
　もう一つ、ケアマネジャーの代表として言わせていただく
と、医師会や歯科医師会、薬剤師会などの先生方には本当に
感謝しています。医療側の方々と同等の立場で意見を交わし、
ともに連携をつくり上げる場に参加できることは、介護側か
らすると、それほどありがたいことはありません。

杉田 勝 さん

船橋市新高根・芝山、高根台
地域包括支援センター長
ひまわりネット副代表
（顔の見える連携づくり委員会リーダー）
船橋市介護支援専門員協議会 会長

　私は耳鼻科医です。日常的に在宅医療を行っているわけ
ではないのですが、医師会長という立場上、ひまわりネット
に協力させていただくことになりました。在宅医療になじみ
がないぶん、逆に在宅の常識にとらわれない意見が言える
という点に、参加する意味があると思っています。
　主に顔の見える連携づくり委員会と人材育成委員会に関
わらせていただいているのですが、研修会や講習会には積
極的に参加するようにしています。医療と介護の間に垣根
があるという指摘をよく聞きますが、医師会長が研修の場
で介護職の方々とコミュニケーションを図り、親近感を持っ
ていただければ、両者の連携を深め、仲間意識を醸成する
助けになると考えています。
　ひまわりネットのような組織、活動での経験は、おそらく別
の分野にも応用可能でしょう。船橋市には児童相談所がな
いため、“こまわりネットワーク”という小児のネットワークづ
くりが間もなく始動するのですが、そこでひまわりネットで得
たノウハウを生かしていければと考えています。

寺田 俊昌 先生

寺田医院 院長
ひまわりネット役員
船橋市医師会 会長

　全国各地で連携のためのネットワークづくりが進められて
いますが、ひまわりネットのように20を超える団体が参加し、
良い関係性を保てている事例は多くはないと思います。各職
能団体が医師会に対して自由に意見を言える地域となると、
もっと少なくなるのではないでしょうか。これはひまわりネッ
トの優れた点の一つだと思っています。
　私は資源情報管理委員会で「ひまわりマップ」の作成に携
わっているほか、地域リハ推進委員会で取り組んでいる食べ
ることの重要性に目を向け、船橋歯科医師会、船橋市立リハ
ビリテーション病院、船橋市栄養士会で摂食栄養サポート勉
強会をマネジメントし、年２回ほど多職種で集まり勉強会を開
催しています。
　在宅の場での口腔ケアにも力を入れていきたいと考えて
います。ただ、歯科医師が毎日、患家を訪問することは現実
的ではなく、現場でケアに携わるのは主に介護職になります。
今後は、そうした方々にケアのあり方などについて指導する
場を設けていく必要があると思っています。

齋藤 俊夫先生

斉藤歯科医院 院長
ひまわりネット副代表
船橋歯科医師会 顧問

　船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーとに勤務する以前は、
訪問看護を15年ほど経験したあと、病院での退院支援にも
携わりました。ひまわりネットでは複数の委員会に所属し、顔
の見える連携づくり委員会では『在宅医療・介護連携の心
得』の作成にも関わってきました。
　訪問看護師は依頼がないと動けない職種です。誰かしら
に介入をお願いされて初めて動ける。そういう意味では、ひ
まわりネットが設立されたことで、訪問看護師は以前より動
きやすくなったいえるでしょう。研修会や講習会などに参加
し、グループワークなどを通してこれまで接点のなかったケ
アマネジャーの方との関係性が築かれるなど、依頼が増えた
訪問看護ステーションは少なくないと思われます。
　現在の勤務先であるふなぽーとは、在宅医療連携に関す
る相談窓口となります。これまでの訪問看護や退院支援の経
験を生かして、病院や地域の専門職、市民の力になっていき
たいと思っています。

佐々木 ゆかり さん

船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと 
事務局課長
訪問看護認定看護師
ひまわりネット役員

　地域医療の体制を整えていくためには、医師会や他の職
能団体、行政がどれだけ顔を突き合わせて話をしていくか
にかかっています。ひまわりネットは手弁当のボランティア
的な活動であるにもかかわらず、市民を支えようという一心
で、多くの団体の方々に積極的にご参加いただけています。
行政の立場からすれば、非常にありがたく、ただただ感謝の
気持ちしかありません。
　ただ、課題もあります。船橋市の２０１７年死亡統計による
と４８２８人の方が亡くなっています。死亡者数は右肩上がり
で増加しており、今後の後期高齢者の増加等によりその数
値は増大することとなります。しかし、市内の医師や看護師
がこれに対応し得るように増加できるかと言えば、その可能
性は著しく低いと言わざる得ないと思いますし、このままだ
と医療、介護従事者の負担は激増することになります。これ
を多職種連携でどうカバーしていくか、病院や施設が看取り
においてどのような役割を担っていく必要があるのか。この
ような課題についても、ひまわりネットで議論していきたい
と考えています。
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